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ビジネスの本質を理解し、最新テクノロジーを駆使したITイノベーションを通じて
お客様の未来に新たな価値を創造することをミッションとしています。

経営戦略をシステムに具現化し、業務推進に貢献する戦略的なシステムを提供することで
企業価値の最大化を図り、社会にイノベーションを起こしていきます。

経営とITをデザインする
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理念
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設 立：1989年11月28日

上 場：2002年6月（2022年4月より東証プライム）

資本金：40億円

代表者：代表取締役会長兼社長グループCEO 金丸 恭文

売上高：486億98百万円（2021年12月期）

社員数：連結2,450名（2021年12月期）

オフィス：東京

事業会社

設 立：2016年4月 新設分割により設立

資本金：3億円

代表者：代表取締役社長 神宮 由紀

代表取締役副社長 齋藤 洋平

オフィス：東京、名古屋、大阪、福岡、鹿児島

創業者：金丸 恭文（かねまる・やすふみ）

1954年生まれ。神戸大学工学部卒。
1989年フューチャーシステムコンサルティング（現フューチャー）起業、
代表取締役就任。

デジタル臨時行政調査会構成員、文部科学省 学校教育情報化推
進専門家会議議長、文部科学省 中央教育審議会初等中等教育
分科会 個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実に向けた学
校教育の在り方に関する特別部会委員、厚生労働省 オンライン診療
の適切な実施に関する指針の見直しに関する検討会構成員、公益財
団法人NIRA総合研究開発機構代表理事（会長）、公益社団法
人経済同友会幹事、東京都ハンドボール協会会長を務める。

フューチャー株式会社（英文表記：Future Corporation）

フューチャーアーキテクト株式会社（英文表記：Future Architect, Inc.）

持株会社
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会社概要
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「ITコンサルティング＆サービス事業」では
フューチャーアーキテクトを中心に一丸となり
テクノロジーをコアに、IT戦略パートナーとして
お客様の未来に新しい価値を提供します。

「ビジネスイノベーション事業」では
これまでに培ってきたノウハウをグループの強みに
教育やメディア、スポーツなど様々な分野で
新サービスを創造、社会の発展に貢献します。

ITコンサルティング&サービス事業
ビジネスイノベーション事業
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事業およびサービス概要
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ITコンサルティング&サービス事業

フューチャーアーキテクトを中心に、グループ一丸となり経営戦略から業務改革まであらゆるお客様の課題に向き合います。

IT戦略パートナーとして、長年にわたり多種多様なお客様をサポート
各分野のエキスパートと技術のエキスパートがお客様の未来に新しい価値を創造

社会インフラを支える多くのお客様のパートナー
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ビジネスイノベーション事業
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楽天市場
楽天EXPO AWARD リテールジャンル賞

YAHOO！JAPAN
東海エリアレジャーカテゴリ賞 第3位
岐阜県ビューティ・ヘルスケアカテゴリ賞

au PAY マーケット
ベストショップ大賞 スポーツカテゴリ大賞

ポンパレモール
スポーツ・アウトドア部門 月間最優秀賞

受賞歴

メディア × IT スポーツ アウトドア × IT スポーツ × IT

マーケティング、スポーツ、教育、ECなどの分野で新しいサービスを展開
当事業で培ったノウハウをグループ内で共有し、お客様へ還元することで相互成長を実現

https://www.laiblitz.co.jp/

https://corp.yocabito.co.jp/

https://tokyo-calendar.jp/

https://tokyo-calendar.jp/
https://www.laiblitz.co.jp/
https://corp.yocabito.co.jp/
https://www.laiblitz.co.jp/
https://corp.yocabito.co.jp/
https://tokyo-calendar.jp/


Copyright ©︎ 2022 by Future Corporation 9

FUTUREが選ばれる理由①

◼ 現在ではなく未来、部分最適ではなく全体最適、経営戦略・業務改革・システム改革の三位一体の複合的
な視点からコンサルティング、システム構築を行うことで、お客様のビジネス変革を実現し、企業価値の永続的
向上に貢献します。

経営・業務・ITの三位一体の改革を実現

IT=武器
フューチャー流コンサルティング

お客様の企業価値の永続的向上

”ITを活かした経営の実現”
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FUTUREが選ばれる理由②

◼ 常にお客様に寄り添い、先端テクノロジーを駆使しながら、IT投資の削減やIT活用による新しいビジネス・

プロセスの創造に貢献します。

◼ 社外CIOの立場を維持し、お客様の企業価値を最大化することが使命です。

中立のポジショニングで技術力を発揮

中立のポジション
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FUTUREが選ばれる理由③

システム構築
（SIer社）

戦略と効果の乖離
（コミットメント力の希薄）

戦略立案 システム構築 運用保守

一気通貫のプロジェクトマネジメント

一般的な

プロジェクトマネジメント

フューチャーの

プロジェクトマネジメント

トータルコスト・期間

トータルコスト・期間

戦略立案 運用保守
（運用保守会社）

経営とITの分断 ITと業務の分断

◼ 豊富な業務ノウハウと技術力を強みに、グランドデザイン（基本構想、システム化計画）から要件定義、
システムの設計、開発および導入支援まで、お客様と一体になって一気通貫でプロジェクトを推進します。

◼ システム稼働後も継続的な価値向上に貢献します。

一気通貫のプロジェクトマネジメント



‒ 【サービス】次世代バンキングシステム

‒ 【サービス】プロアクティブ人材育成支援

‒ 【サービス】DX戦略策定&業務改革支援

‒ 【事例】デジタルツインによるビジネス改革

‒ 【事例】ヘルスケア領域の取り組み
※こちらで紹介するサービスは一例です

サービス・事例の紹介

Copyright ©︎ 2022 by Future Corporation
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【サービス】 次世代バンキングシステム
◼ 全国30行以上の地域金融機関にソリューションとコンサルティングサービスを提供してきた実績をベースに、現

在、クラウド型基幹系業務システム「次世代バンキングシステム」を開発中です。

◼ 新しい時代に求められるバンキングサービス全体を再定義し、ゼロベースで最適を追求したソリューションです。

フューチャーアーキテクト、福島銀行のDX推進を支援～2024年の本稼働へ向け「次世代バンキングシステム」を導入
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000534.000004374.html

Future 
プレスリリース

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000534.000004374.html
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【サービス】 プロアクティブ人材育成支援
◼ DXの本質や自社のビジネスを深く理解した上で明確なビジョンを描き、ビジョンの実現に向けてプロジェクトを

牽引できる「プロアクティブ人材」を増やしていくことが企業成長の鍵です。

◼ 当サービスでは、中長期的に企業の成長を担うことができる人材の育成を支援します。

中長期的な
ビジョンを描く力

プロジェクトを
推進する力

プロアクティブ人材
企業のDXを推進する「プロアクティブ人材」の育成をサポート
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000549.000004374.html

事業課題を特定し、
解決に導く力

お客様の事業環境に応じて育成プランはカスタム

アクション
プランニング

課題特定
手法

アイデア
創出

PoC
手法 仮説

構築

プロジェクト
管理

内部環境
経営
状況

業務 IT

お客様にあったプロアクティブ人材像を
フューチャーが定義

外部環境

PEST
業界
動向

産業
構造

Future 
プレスリリース

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000549.000004374.html
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【サービス】DX戦略策定&業務改革支援
◼ 「戦略」「ビジネスデザイン」「システムデザイン」におけるソリューションを体系化しています。

◼ お客様に伴走しながら、戦略策定から実装までを一貫してサポートします。

フューチャーアーキテクト、物流DXコンサルティングサービスを提供
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000587.000004374.html

Future 
プレスリリース

＜物流業界の場合＞

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000587.000004374.html
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【事例】ガス業界初のデジタルツインによるビジネス改革
◼ ガス業界初となるデジタルツインによるビジネス改革をサポート。

◼ IoTからリアルタイムにデータを収集➡集計➡ビジネスへフィードバックすることで、バリューアップを実現します。

フューチャー、ニチガスのDXを推進するデータプラットフォームを開発
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000465.000004374.html

Future 
プレスリリース

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000465.000004374.html
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【事例】ヘルスケア領域の取り組み
◼ 2020年にヘルスケア部門を新設し、医療機関・研究者様との共同開発、および先進的なヘルスケア企業様と

の戦略的提携を拡大。コラボレーションによって価値創造のスピードや幅の最大化を目指します。

◼ 大阪大学ワクチン開発チームへ解析データ提供し、ワクチン開発に貢献。同研究は2021年度の人工知能学
会「全国大会優秀賞」を受賞しました。

フューチャーの抗体誘導ペプチドを効率的に開発するAIに関する研究が 2021年度 人工知能学会「全国大会優秀賞」を受賞
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000519.000004374.html

Future 
プレスリリース
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• 医療機器製造業登録(20/4)

• 第二種 医療機器製造販売業許可取得(21/5)

• 医工連携・人工知能実装研究事業採択
「AI技術を活用した統合失調症の
早期診断医療機器プログラムの開発」

＜医療機関・研究者様との共同開発を拡大中＞ ＜先進的なヘルスケア企業様との戦略提携を拡大中＞

2020/4

2020/4

協力要請 2020/4

2020/7

データソースコード
世界に無償公開

(Kaggle)

2020/4

2020/11

バイオ情報学研究会発表
「SIGBIO優秀プレゼンテーション賞」受賞

Prediction of peptide binding using BERT
based on a large scale protein database

2020/4

2020/5

AIによるたんぱく質解析
研究チームへ提供

＜大阪大学ワクチン開発チームへ解析データを提供することで、ワクチン開発に貢献＞

IT/AI

データ ナレッジ

社会課題の解決

医師・教授医療機関

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000519.000004374.html
https://www.heartorg.co.jp/
https://www.firststarhc.com/
https://www.ai-brainscience.co.jp/
https://www.orcamo.co.jp/index.html
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‒ 「えるぼし認定」最高ランク取得

‒ ロケーションフリー制度

‒ オフィス紹介
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働きやすい職場環境づくりの推進

「えるぼし認定」で最高ランク第三段階目を取得 「ロケーションフリー制度」で多様な働き方を推進

女性が仕事をする上で、能力を発揮しやすい職場環境であるか
という観点から定められた5つの評価項目「採用」「継続就業」
「労働時間等の働き方」「管理職比率」「多様なキャリアコース」
すべてにおいて基準をクリアしました。
https://kyodonewsprwire.jp/release/202209096223

「えるぼし認定」は「女性活躍推進法」に基づき、女性活躍推進に関する取組みの実施状況等が
優良である事業者が認定を受けられる制度です。

従業員が働きやすく、個々の能力を発揮できるような環境づくりを
推進する一環として、リモートワークを活用できる環境を先駆けて
整備。コロナ禍では最大90％超のリモートワーク率を実現しつ
つ2021年12月期連結業績では過去最高益を達成しました。
https://kyodonewsprwire.jp/prwfile/release/M107043/20220
2227677/_prw_PR1fl_9hdK11w8.pdf

地域による条件の格差なく、自らの意志で働く場所を選択できます。結婚や育児、介護など
ライフステージの変化で働き方を見直したい場合、自身が思い描くキャリアを形成できるようにしています。

https://kyodonewsprwire.jp/release/202209096223
https://kyodonewsprwire.jp/prwfile/release/M107043/202202227677/_prw_PR1fl_9hdK11w8.pdf
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オフィス紹介

グループでリモートワークを推進しつつ、居心地のよいオフィス環境を提供
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詳しく知りたい方は

コーポレートサイト

https://www.future.co.jp

フューチャーの戦略ユニット、クライアントの成長戦略策定と

実行・人材育成・マーケティングと幅広く支援

お問合せ先 sig‒info@future.co.jp

Strategy Innovation Group

https://www.future.co.jp/
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